自問自答 



- 所謂 「新 感覚 派」 の 為め に- 



1 干 田國士 



判より 現象 的 興味へ II 説明 的 論理的 叙述より 暗示 的 

綜合 的 想念 喚起 へ II 言葉の 意味より 言葉 の 幻が へ、 

内容より 効果へ —— この 飛躍、 進展、 推移、 突入 を 目 

指す 文学的 努力、 これ は、 新 感覚 派で あれ、 何で あれ、 

新時代の (百年 前に も 新時代が あった) 新作 家が、 疲 

弊した 旧時 代の (百年 後に も 旧時 代が ある だら う) 地 

殻 を 破る た y 一 つの 旗色で ある。 

「文学 をして 文学たら しめよ」 この 叫び は、 今日まで 

幾度 叫ばれた ことか。 そして、 その 度 毎に、 旧時 代の 

天才 は、 その 時代 を 我 もの 顔に 横行す る 凡庸 作家 を 屠 

つた 手に、 若き 新時代の 天才の 手に、 友情と 敬意に 満 
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